
Ⅱ 調 査 結 果の 概 要

１　農 家 数

　 （１）　総農家数

　　　　  平成２２年２月１日現在の総農家数は 2,799戸で、平成１７年に行われた農業センサスと比較

　　　  すると、５年間に 206戸（増減率△6.9％）減少した。

　　　　  このうち、販売農家数は 1,288戸、自給的農家は 1,511戸で、５年間に販売農家が 235戸（同

　　　  △15.4％）減少し、自給的農家は 29戸（同2.0％）増加した。

　　　　  販売農家が総農家数に占める割合は 46.0％で、自給的農家が総農家数に占める割合は54. 

　　　  0％となっている。（表－１、図－１）

単位　　農 　　家　 　数：戸

表－１　　農　家　数 構成比・増減率：％

区　　分

平 実   数 3,005 1,523 1,482 平成 ２ 年 3,815 △ 18.2

17 構成比 100.0 50.7 49.3 平成 ７ 年 3,221 △ 15.6

平 実   数 2,799 1,288 1,511 平成 12年 3,007 　　 △  6.6

22 構成比 100.0 46.0 54.0 平成 17年 3,005 －

△ 6.9 △ 15.4 2.0 平成 22年 2,799 △ 6.9

※　平成１７年については、平成２２年２月１日現在の市の境域に基づいて組み替えた数値。

図－１　　農家数の推移
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（２）　専業兼業自給的別農家

　　 　総農家数を専業・兼業・自給的別にみると、専業農家は 282戸で構成比 10.1％、兼業農家は

 　 　1,006戸で同 35.9％で、自給的農家が 1,511戸で同 54.0％となった。

　　　 ５年前と比較すると、専業農家は 8戸（増減率△2.8％）、兼業農家は 227戸（同△18.4％）減

　　　少した。（表－２）

単位　　農 　　家　 　数：戸

表－２　　専業兼業別農家 構成比・増減率：％

自給的農家

計 第１種兼業

実   数 3,815  561  3,254  461  　　　　－

構成比 100.0  14.7  85.3  12.1  　　　　－

実   数 3,221  444  2,777  582  　　　　－

構成比 100.0  13.8  86.2  18.1  　　　　－

実   数 3,007  320  1,499  375  1,188  

構成比 100.0  10.6  49.9  12.5  39.5  

実   数 3,005  290  1,233  316  1,482  

構成比 100.0  9.7  41.0  10.5  49.3  

実   数 2,799  282  1,006  227  1,511  

構成比 100.0  10.1  35.9  8.1  54.0  

増減率 △ 6.9  △ 2.8  △ 18.4  △ 28.2  2.0  

※　平成１２年より自給的農家については、簡略調査のため専業・兼業の区分ができず。

※　平成１７年については、平成２２年２月１日現在の市の境域に基づいて組み替えた数値。

（３）　経営耕地規模別農家数

　　　 経営耕地規模別に農家数をみると、販売農家のうち経営耕地規模が0.3～1.5ｈａ未満の階層では

    農家数が大きく減少しているが、5.0ｈａ以上の農家数については増減率 52.0％となり、５年前と比べ

　　増加となっている。（表－３）

単位　　農 　　家　 　数：戸

表－３　　経営耕地規模別農家数 構成比・増減率：％

農家数 構成比 農家数 構成比 増減率

3,005    100.0    2,799    100.0    △ 206 △ 6.9

1,523    50.7    1,288    46.0    △ 235 △ 15.4

19    0.6    21    0.8    2 10.5

424    14.1    323    11.5    △ 101 △ 23.8

530    17.6    423    15.1    △ 107 △ 20.2

222    7.4    195    7.0    △ 27 △ 12.2

118    3.9    118    4.2    0 0.0

104    3.5    87    3.1    △ 17 △ 16.3

81    2.7    83    3.0    2 2.5

25    0.8    38    1.4    13 52.0

1,482    49.3    1,511    54.0    29 2.0

※　平成１７年については、平成２２年２月１日現在の市の境域に基づいて組み替えた数値。
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（４）　農業労働力保有状態別農家数（販売農家）

　　　 販売農家について農業労働力保有状態別に農家数をみると、農業専従者のいる農家数は、889

　　戸、農業専従者のいない農家数は、399戸で５年前と比較すると、それぞれ 14.9％、16.5％の減少

　　となった。

　　　 また、その構成割合をみると、農業専従者のいる農家が 69.0％、農業専従者のいない農家は 31

　　.0％となっている。（表－４）

表－４　　農業労働力保有状態別農家数（販売農家）　

実　 数 1,523 1,045 647 279 119 478

構成比 100.0 68.6 42.5 18.3 7.8 31.4

実　 数 1,288 889 514 296 79 399

構成比 100.0 69.0 39.9 23.0 6.1 31.0

△ 15.4 △ 14.9 △ 20.6 6.1 △ 33.6 △ 16.5

※　平成１７年については、平成２２年２月１日現在の市の境域に基づいて組み替えた数値。

（５）　主副業別農家数（販売農家）

　　　 販売農家について主副業別農家数をみると、主業農家は 349戸、準主業農家は 381戸、副業的

　　農家は 558戸となり、構成比でそれぞれ 27.1％、29.6％、43.3％となった。

　　　 また、増減率は、主業農家、準主業農家、副業的農家について５年前と比較すると、それぞれ 23

    .8％、8.0％、14.3％の減少となった。（表－５、図－２）

表－５　　主副業的農家数（販売農家）

実　 数 1,523 458 416 414 180 651

構成比 100.0 30.1 27.3 27.2 11.8 42.7

実　 数 1,288 349 319 381 154 558

構成比 100.0 27.1 24.8 29.6 12.0 43.3

△ 15.4 △ 23.8 △ 23.3 △ 8.0 △ 14.4 △ 14.3

※　平成１７年については、平成２２年２月１日現在の市の境域に基づいて組み替えた数値。

図－２　　主副業的農家数の構成比（販売農家）
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２　世帯員数・就業状態

　（１）　世帯員数

　　　　 平成２２年２月１日現在の販売農家の世帯員数は 5,817人で、５年前と比較すると 1,655人（増減

　　　 比 △22.1％）の減少し、本市の総人口に対する世帯員数の割合は 2.2％で、この５年間に 0.7 ポ

　　　イント低下した。農家 １世帯当たりの世帯員数は 4.9人から 4.5人となった。

　　　　  男女別では、男子が 2,869人、女子が 2,948人で、それぞれ 841人、814人減少した。男女別の

　　　 構成割合は、男子が 49.3％、女子が 50.7％となった。

　　　　 農家人口のうち、６５歳以上の人の占める割合は、５年前の 28.0％から 31.2％と 3.2ポイント上昇

　　　 した。（表－６、７、図－３）

表－６　　世帯員数（販売農家）

平成 ２ 年 12,483 - - 223,583 5.6 5.2

平成 ７ 年 10,631 △ 1,852 △ 14.8 232,580 4.6 5.2

平成１２年 9,309 △ 1,322 △ 12.4 239,060 3.9 5.1

平成１７年 7,472 △ 1,837 　　　　　　　- 260,579 2.9 4.9

平成２２年 5,817 △ 1,655 △ 22.1 261,611 2.2 4.5

※　平成１７年については、平成２２年２月１日現在の市の境域に基づいて組み替えた数値。

図－３　　世帯員数の推移（販売農家）
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　　　単位 人　 口：人

表－７　　年齢別世帯員数（販売農家） 構成比：％

総　　数 ０～14歳 15～64歳 65歳以上 総　　数 ０～14歳 15～64歳 65歳以上

7,472   913   4,467   2,092   5,817   578   3,426   1,813   

100.0   12.2   59.8   28.0   100.0   9.9   58.9   31.2   

3,710   478   2,310   922   2,869   310   1,758   801   

3,762   435   2,157   1,170   2,948   268   1,668   1,012   

※　平成１７年については、平成２２年２月１日現在の市の境域に基づいて組み替えた数値。

　　　単位 人　 口：人

表－８　　年齢別農業従事者数（販売農家） 構成比：％

総　　数 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

3,847   60   238   344   479   831   776   1,119   

100.0   1.6   6.2   8.9   12.5   21.6   20.2   29.1   

2,046   41   163   217   246   457   387   535   

1,801   19   75   127   233   374   389   584   

（２）　就業状態別農家世帯員数（販売農家）

　　 　１５歳以上の販売農家世帯員のうち、農業従事者は 3，847人で、５年前と比較すると 19.1％

  　 減少した。農業就業人口は 2，284人で、 30.2％、基幹的農業従事者は 2，069人で、17.4％

　　減少した。

       販売農家における基幹的農業従事者について男女別にみると、男子は 1，128人で、女子は

     941人となっている。これを年齢別にみると、若い階層で少なく、年齢階層が高くなるほど増えて

　　おり、６５歳以上の階層の割合が 59.7％と高くなっている。（表－９、１０、図－４）

表－９　　農業従事者数、農業就業人口、基幹的農業従事者数（販売農家１５歳以上）

　　　単位 人　 口：人
増減率：％

平成17年

※　平成１７年については、平成２２年２月１日現在の市の境域に基づいて組み替えた数値。
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 単位　　人　 口 ： 人

表－１０　　男女別年齢階層別基幹的農業従事者（販売農家） 　　　　　 構成比 ： ％

区  分 計 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳

計 2,069  2  5  26  29  48  54  86  

構成比 100.0  0.1  0.2  1.3  1.4  2.3  2.6  4.2  

男 1,128  1  5  20  19  30  30  49  

女 941  1            - 6  10  18  24  37  

（つづき）

区  分 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上

計 150  185  248  289  346  601  

構成比 7.2  8.9  12.0  14.0  16.7  29.0  

男 81  101  120  163  179  330  

女 69  84  128  126  167  271  

図－４　　男女別年齢階層別基幹的農業従事者（販売農家）
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３　経 営 耕 地 面 積

　（１）　経営耕地面積（販売農家）

　　　 　販売農家における経営耕地面積は 164,261ａで、５年前と比較すると 4,913ａ（増減率△2.9

　　　 ％）減少した。これを種類別にみると、田は 45,202ａで2.9％、畑は 25,213ａで 12.9％減少し

　　　 たが、樹園地は 93,846ａで0.2％増加した

　　　 　また、種類別の構成比では、田が 27.5％、畑が 15.3％、樹園地が 57.1％となっている。 

　　　　  １戸当たりの経営耕地面積は 127.5ａで、前回と比較すると 16.4ａ（同14.8％）増加した。

　　　　 経営耕地種目別農家数は、田のある農家が 702戸で前回と比較すると 170戸（同△19.5％）、

　　   畑のある農家が 668戸となり 122戸（同△15.4 ％）、樹園地のある農家が 914戸で 122戸（同

　　　△11.8％）減少した。（表－１１，１２、図－５）

単位     面　　積　　 ： ａ 

表－１１　　経営耕地種目別面積（販売農家） 構成比・増減率：％

畑 １戸当たり

(樹園地を除く） 面　　積

平成１７年実数 169,174  46,566  28,959  93,649  111.1    

構  成  比 　　　　　100.0 　　　　　 27.5 　　　　　 17.1 　　　　　 55.4 　　　－

平成２２年実数 164,261  45,202  25,213  93,846  127.5    

構  成  比         　100.0            27.5            15.3            57.1 　　　－

対前回増減数 △ 4,913  △ 1,364  △ 3,746            197 16.4    

増  減  率 △ 2.9  △ 2.9  △ 12.9  0.2    14.8    

※　平成１７年については、平成２２年２月１日現在の市の境域に基づいて組み替えた数値。

単位　　農家数：戸

表－１２　　経営耕地種目別農家数（販売農家） 増減率：％

畑

(樹園地を除く）

平成17年実数 1,523    872    790    1,036    

平成22年実数 1,288    702    668    914    

対前回増減数 △ 235    △ 170    △ 122    △ 122    

増  減  率 △ 15.4    △ 19.5    △ 15.4    △ 11.8    

※　平成１７年については、平成２２年２月１日現在の市の境域に基づいて組み替えた数値。

図－５　　経営耕地面積の種目別面積
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（２）　借入耕地、貸付耕地（販売農家）

　　　 販売農家について、他の農家等から耕地を借りている農家数をみると 337戸で 2.3％の

  　 減少となったが、借入面積は 33,284ａとなり 37.1％の増加となった。

　　　  また、他の農家に耕地と貸し付けている農家は 237戸で 9.9％の減少となり、面積につ

　   いても 8,733ａで 0.3％の減少となった。（表－１３）

農家数 ： 戸
　単位 面　 積 ： ａ

増減率 ： ％

農家数 面　　積 農家数 面　　積

平成１７年 345    24,271   263    8,762   

平成２２年 337    33,284   237    8,733   

増 減 率 △ 2.3    37.1   △ 9.9    △ 0.3    

※　平成１７年については、平成２２年２月１日現在の市の境域に基づいて組み替えた数値。

（３）　施設園芸のある農家数と施設面積（販売農家）

　　　 施設園芸を営む販売農家数は、 142戸と５年間で 18戸（増減比△11.3％）の減少となった。

　　　 施設面積は、 2,264ａで、５年間で 348ａ（同△13.3％）の減少となった。（表－１４、図－６）
農家数 ： 戸

　単位 面　 積 ： ａ
増減率 ： ％

施設のある
販売農家

平成１７年 160    2,612    2    14    22    64    42    

平成22年 142    2,264    3    19    17    46    39    

増 減 率 △ 11.3    △ 13.3    　　　50.0 　　　35.7 △ 22.7    △ 28.1    △ 7.1    

平成１７年 13    3    

平成２２年 15    3    

増 減 率 　　　15.4 　　　　0.0

※　平成１７年については、平成２２年２月１日現在の市の境域に基づいて組み替えた数値。

図－６　　施設園芸のある販売農家数と施設面積
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区分 面積 １a未満 １～５ ５～１０ １０～２０ ２０～３０

借　入　耕　地 貸　付　耕　地
区　　分

表－１３　 借入・貸付耕地（販売農家）

表－１４　　施設園芸（販売農家）

区分 ３０～５０ ５０ａ以上

120    

160    

平成１７年 平成22年

戸
販売農家数

2000

2500

3000

平成１７年 平成22年

ａ

施設面積



４　農 作 物  ・  家 畜

　（１）　農 作 物 (販売農家）

　　　　 作物の種類別収穫販売農家数は、工芸農作物が 694戸で最も多く、次いで稲が 596戸、

      野菜類が 472戸の順となっている。（表－１５）

   農 　　家 　　数 ： 戸
単位        面　   積     ：  ａ 

   構成比・増減率 ： ％

面　積 構 成 比 面　積 構 成 比 増減率

総　　　　　数 1,313  142,817  100.0   1,192  　　 　 　 Ｘ 　　  　　Ｘ 　　 　 　Ｘ

稲 579  34,274  24.0   596  　　 　  　Ｘ 　　 　 　Ｘ 　　 　 　Ｘ

麦　　　　　類 6  29  0.0   4  　　 　 　 Ｘ 　　 　　 Ｘ 　　  　　Ｘ

雑　　　　　穀 16  110  0.1   17  97  　　 　　 Ｘ △ 11.8   

い　 も 　類 168  882  0.6   93  575  　　 　　 Ｘ △ 34.8   

豆　　　　　類 142  669  0.5   34  　　  　 　Ｘ 　　 　　 Ｘ 　　 　 　Ｘ

工芸農作物 811  81,881  57.3   694  79,951  　　 　　 Ｘ △ 2.4   

野　 菜　 類 444  11,037  7.7   472  12,828  　　 　　 Ｘ 16.2   

花き類 ・ 花木 183  11,262  7.9   141  　 　 　 　Ｘ 　　 　　 Ｘ 　　  　　Ｘ

種苗・苗木類 39  2,102  1.5              -             -            -            -

飼料用作物            -            -            -            -             -            -            -

その他の作物 14  571  0.4   36  　 　  　　Ｘ 　　 　 　Ｘ 　　  　　Ｘ

※　平成１７年については、平成２２年２月１日現在の市の境域に基づいて組み替えた数値。

（２）　施設園芸の種類別作付（栽培）販売農家数と作付（栽培）面積

　　　 園芸施設のある販売農家数は 145戸で、前回調査と比較すると 15戸減少した。

　　　 種類別では、野菜類を作付（栽培）した販売農家が 14戸、花き類・苗木類が 5戸減少したが、

　　果樹は ２戸増加した。（表－１６）

　　　 農家数 ： 戸

表－１６　　施設園芸の種類別作付（栽培）販売農家数と作付 　単位 面　 積 ： ａ

                                                                     （栽培）面積 構成比 ： ％

販売農家数 面　積 構成比 販売農家数 面　積 構成比

実販売農家数 160   2,836   100.0   145             X           X

野     菜     類 118   1,872   66.0   104   1,547             X

花 き 類・花 木 39   817   28.8   34             X           X

種 苗・苗 木 類 3   15   0.5              -           -           -

果             樹 5   130   4.6   7   116             X

その他の作物 1   2   0.1   2             X           X

※　平成１７年については、平成２２年２月１日現在の市の境域に基づいて組み替えた数値。

表－１５　　作物の種別作付（栽培）農家数と種別作付（栽培）面積

作付（栽培）面積

- 11 -

区　　分
平　成　２２　年平　成　１７　年

平　成　２２　年

区　　分
販売農家数

作付（栽培）面積

平　成　１７　年

販売農家数



（３）　家　畜

　　　 家畜飼養販売農家は、乳用牛の飼養販売農家が 6戸から ２戸、肉用牛が 4戸から １戸、豚が 

　　３戸から ２戸に減少している。（表－１７）

　　農　 家 　数 ： 　 戸　

表－１７　　家畜飼養販売農家数と飼養数 　　単位　　飼養頭羽数 ： 頭　羽

　　増　 減 　率 ：  　％　

平成１７年 6  4  3  

平成２２年 2  1  2  

増減率 △ 66.7 △ 75.0 △ 33.3

平成１７年 2  1  

平成２２年 2  1  

増減率 0.0 0.0

※　平成１７年については、平成２２年２月１日現在の市の境域に基づいて組み替えた数値。

（４）　農産物販売金額１位の部門別販売農家数

　　　 農産物を販売した販売農家数は、 1,244戸で ５年前と比べ、 130戸（増減率△9.5％）減少した。

　　　 農産物を販売した販売農家について、販売金額１位の部門別農家数をみると、工芸農作物（構

　　 成比42.2％）の農家が最も多く、次いで稲作（同20.7％）、果樹類（同12.3％）の順となった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表－１８）

単位   農　　家　　数    ： 戸

表－１８　　農産物販売金額１位の部門別販売農家数　　    　　　構成比・増減率 ： ％

　　　　－

飼 養
頭 数

１ 　戸
当たり
頭　数

         X

         X
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販　売
農家数

販　売
農家数

販　売
農家数

区　　分

乳    用    牛 肉    用    牛 豚

飼 養
頭 数

飼 養
頭 数

１　 戸

区　　分

区　　分
平 成 １７ 年

飼 養
頭 数

飼 養
頭 数

１ 　戸
当たり

ブ　　ロ　　イ　　ラ　　ー

         X

酪農・肉用牛

養豚 ・ 養鶏

計

稲　　   　作

麦 　類　 作

雑穀・いも類・豆類

工芸農作物

露 地 野 菜

果　 樹　 類

花き ・ 花木

その他の作物

採　　　卵　　　鶏

         X

         X

         X

頭　数

         X

         X

115   　 

1.0  　  

販　売
農家数

         X

         X

         X

施 設 野 菜

  　　　－

販　売
農家数

         X

         X

         X

　　　　－

         X

         X 　　　　－

          　－

14   　 

構成比

△ 35.7 　  

100.0   　 

15.1  　  

7.3  　  

          －

79 　   

販売農家数

93 　   

49.7  　  

4.8  　  

150   　 

1,374   　 

208   　 

10   　 

6   　 

△ 23.1 　  

         50.0

△ 4.5 　  22   　 

683   　 

66   　 

100   　 

525 　   

１ 　戸
当たり
頭　数

         X

         X

         X

         X

　　　　－

１　 戸
当たり
頭　数

         X

         X

0.7  　  

10.9  　  

8.4  　  

1.6  　  

153 　   

当たり
頭　数

    104.0

         X

構成比

0.4  　  

257 　   

          　－

9 　   0.7     

312  

0.4     

増減率

△ 9.5     

         23.6

42.2     

7.5     

1.7     

0.2     

12.3     

99 　   

5 　   

           － 

21 　   

100.0     

平 成 ２２ 年

販売農家数

1,244 　   

3 　   

20.7     

           －

△ 70.0 　  

△ 16.7 　  

△ 21.0 　  

           2.0

8.0     

△ 19.1 　  

6.4     



５　林業経営体 ・ 保有山林面積

（１）　保有山林面積規模別林業経営体数

　　　  林業経営体を保有山林面積規模別の構成割合でみると、５ｈａ未満（保有林なしを含む）が、 15

　　 経営体（構成比21.4％）、５～１０ｈａは 20経営体（同28.6％）、１０～５０ｈａは 28経営体（同40.0％）、

　　 ５０ｈａ以上は ７経営体（同10.0％）となっている。　（図－7、表－１９）

図－７　　保有山林規模別林業経営体数

表－１９　保有山林規模別林業経営体数

5 ～ 10 ha　　

10 ～ 20 ha　　

20 ～ 30 ha　　

30 ～ 50 ha　　

50 ～ 100 ha　　

（２）保有山林面積

　　　林業経営体の保有山林面積は、 299,344ａで、5年前と比べ 85,618a(増減率△22.2％)減少した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表－２０）

表－２０　保有山林面積

単位　：　ａ

233,521 36,343 384,962

258,107 37,332 299,344

10.5 2.7 △ 22.2
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計

100 ha以上

20    　　　　　　　　　　

17    　　　　　　　　　　

6    　　　　　　　　　　

借入山林 保有山林貸付山林

5    　　　　　　　　　　

区　　分
平成２２年

平成２２年 520,119

増減率 △ 10.7

平成１７年 582,140

所有山林

6    　　　　　　　　　　

1    　　　　　　　　　　

区　　分

保有山林なし

林業経営体数

70    　　　　　　　　　　

2    　　　　　　　　　　

13    　　　　　　　　　　5 ha未満

５ｈａ未満

21.4%

５～１０ｈａ

28.6%

１０～５０ｈａ

40.0%

５０ｈａ以上

10.0%

林業経営体数

７０経営体


